
本
日
こ
こ
に
、
ご
来
賓
、
各
研
究
科
長
、
各
研
究
所
長
は
じ
め
、

関
係
各
位
の
ご
列
席
の
も
と
、
平
成
十
八
年
九
月
、
東
北
大
学
、

学
位
記
授
与
式
を
挙
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

本
日
、
学
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
も
の
は
、
文
学
部
、
六
名
、

法
学
部
、
九
名
、
経
済
学
部
、
二
十
三
名
、
理
学
部
、
一
名
、
工

学
部
、
十
一
名
、
あ
わ
せ
て
五
十
名
で
あ
り
ま
す
。 

修
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
者
は
、
文
学
研
究
科
、
一
名
、
法
学

研
究
科
、
二
名
、
経
済
学
研
究
科
、
五
名
、
理
学
研
究
科
、
五
名
、

医
学
系
研
究
科
、
二
名
、
工
学
研
究
科
、
十
七
名
、
国
際
文
化
研

究
科
、
一
名
、
環
境
科
学
研
究
科
、
一
名
、
教
育
情
報
学
教
育
部
、

一
名
、
合
わ
せ
て
、
三
十
五
名
で
あ
り
ま
す
。 

博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
も
の
は
、
課
程
を
修
了
し
た
も
の
、

文
学
研
究
科
、
十
三
名
、
教
育
学
研
究
科
、
一
名
、
法
学
研
究
科
、

三
名
、
経
済
学
研
究
科
、
二
名
、
理
学
研
究
科
、
十
名
、
医
学
系

研
究
科
、
十
名
、
薬
学
研
究
科
、
四
名
、
工
学
研
究
科
、
七
十
二

名
、
農
学
研
究
科
、
二
名
、
情
報
科
学
研
究
科
、
十
一
名
、
生
命

科
学
研
究
科
、
一
名
、
環
境
科
学
研
究
科
、
二
名
、
合
わ
せ
て
、

百
三
十
一
名
で
あ
り
ま
す
。 

博
士
論
文
を
提
出
し
、
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
者
は
、
文
学

研
究
科
、
二
名
、
理
学
研
究
科
、
六
名
、
医
学
系
研
究
科
、
十
一



名
、
歯
学
研
究
科
、
四
名
、
薬
学
研
究
科
、
三
名
、
工
学
研
究
科
、

五
名
、
農
学
研
究
科
、
三
名
、
情
報
科
学
研
究
科
、
一
名
、
環
境

科
学
研
究
科
、
一
名
、
合
わ
せ
て
、
三
十
六
名
で
あ
り
ま
す
。 

本
日
の
学
位
記
授
与
者
は
二
百
五
十
二
名
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

中
に
は
、
十
月
に
入
学
し
た
者
、
八
十
六
名
、
学
業
成
績
が
優
秀

に
よ
り
、
早
期
卒
業
制
度
適
用
者
、
六
名
、
修
士
、
博
士
、
在
学

期
間
短
縮
適
用
者
、
二
十
五
名
の
諸
君
ら
も
お
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
長
年
に
わ
た
る
大
変
な
努
力
に
よ
り
論
文
を
書
き
上
げ
、

博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
方
々
も
お
り
ま
す
。 

学
位
記
を
授
与
さ
れ
た
諸
君
、
さ
ら
に
諸
君
を
長
年
に
わ
た
り
支

え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
、
ご
家
族
の
皆
様
に
も
、
心
か
ら
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

諸
君
に
は
、
本
学
学
位
の
授
与
、
そ
し
て
、
杜
の
都
、
学
都
仙
台

で
、
東
北
大
生
と
し
て
過
ご
し
た
こ
と
を
誇
り
と
し
、
今
後
の
多

方
面
で
の
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。 

東
北
大
学
は
、
明
治
四
十
年
、
一
九
〇
七
年
に
、
わ
が
国
の
第
三

番
目
の
帝
国
大
学
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

開
学
以
来
、
私
た
ち
の
先
人
は
、「
研
究
第
一
主
義
」
「
門
戸
開
放
」

の
理
念
を
掲
げ
、「
実
学
尊
重
」
の
精
神
を
基
に
、
数
々
の
世
界
に

誇
り
う
る
成
果
を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 



こ
の
理
念
の
基
、
本
学
の
教
育
目
標
は
、
社
会
の
指
導
的
人
材
の

養
成
で
あ
り
ま
し
た
。
豊
か
な
教
養
と
人
間
性
を
追
求
し
、
「
科
学

す
る
心
」
を
持
つ
行
動
力
あ
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
。
そ
し
て
、

世
界
水
準
の
研
究
を
理
解
し
、
こ
れ
に
新
た
な
知
見
を
加
え
発
信

す
る
、
創
造
的
研
究
者
で
あ
り
ま
し
た
。
諸
君
は
こ
の
明
確
な
理

念
の
も
と
、
最
高
学
府
の
課
程
を
、
こ
こ
に
無
事
終
え
ら
れ
た
こ

と
を
、
十
分
に
自
覚
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

平
成
十
六
年
四
月
、
す
べ
て
の
国
立
大
学
は
法
人
化
さ
れ
、
本
学

も
国
立
大
学
法
人
東
北
大
学
と
な
り
ま
し
た
。
国
立
大
学
は
、
自

ら
の
判
断
と
責
任
の
も
と
、
特
色
の
あ
る
教
育
研
究
に
、
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
学
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
と
伝
統

を
十
分
に
受
け
継
ぎ
、
更
な
る
発
展
を
目
指
す
べ
く
、「
研
究
中
心

大
学
」
、
「
世
界
と
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
」
、
「
指
導
的
人
材
の
養

成
」
の
三
点
を
目
標
と
し
、
独
創
的
な
研
究
及
び
高
等
教
育
を
推

進
す
る
、
世
界
に
冠
た
る
総
合
大
学
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

積
極
的
な
活
動
を
展
開
す
べ
く
、
六
年
間
の
中
期
計
画
を
立
て
ま

し
た
。
目
下
、
教
職
員
が
一
致
協
力
し
て
、
こ
の
中
期
計
画
の
速

や
か
な
実
現
に
、
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
国
立
大
学
は
現
在
、
大
き
な
節
目
に
あ
り
ま
す
。
明
治

の
帝
国
大
学
、
昭
和
の
敗
戦
に
よ
る
国
立
大
学
制
度
、
に
次
ぐ
、



第
三
の
改
革
と
い
わ
れ
て
い
る
所
以
で
あ
り
ま
す
。 

さ
ら
に
特
に
本
学
は
歴
史
的
な
記
念
日
、
創
立
百
周
年
記
念
を
来

年
、
平
成
十
九
年
、
二
〇
〇
七
年
に
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。 

百
周
年
に
向
け
て
は
、
記
念
基
金
の
創
設
、
創
立
五
十
周
年
記
念

の
川
内
記
念
講
堂
の
大
改
修
、
東
北
大
学
百
年
史
の
刊
行
、「
科
学

が
次
の
百
年
で
作
り
出
せ
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
東
北
大

学
百
周
年
記
念
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
、
全
学
的
な
取
り
組
み
の
真
最

中
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
、
青
葉
山
へ
の
新
キ
ャ
ン
パ

ス
移
転
が
、
本
年
七
月
に
正
式
に
決
定
し
、
来
年
の
百
周
年
に
は
、

造
成
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
豊
か
な
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
計
画

に
は
、
広
大
な
敷
地
に
、
産
学
官
の
交
流
の
場
と
し
て
の
、
サ
イ

エ
ン
ス
・
パ
ー
ク
の
建
設
な
ど
の
、
今
ま
で
に
無
い
、
新
し
い
構

想
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
多
く
の
大
事
業
の
成
否
、
責
任
の
一
端
は
、
今
後
諸
君

が
、
今
日
ま
で
の
貴
重
な
経
験
、
研
究
室
、
教
室
で
日
夜
努
力
し

て
得
た
学
問
を
十
分
生
か
さ
れ
、
社
会
人
と
し
て
、
ま
た
研
究
者

と
し
て
、
国
、
内
外
に
お
い
て
、
大
い
に
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
も
あ
る
と
、
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

最
後
に
あ
た
り
、
東
北
の
生
ん
だ
、
偉
大
な
教
育
者
、
新
渡
戸
稲



造
氏
が
、
一
九
〇
〇
年
、
明
治
三
十
三
年
、
ア
メ
リ
カ
で
刊
行
し

た
「
武
士
道
、
日
本
の
魂
」
を
こ
こ
に
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

「
あ
な
た
が
た
の
学
校
で
は
宗
教
教
育
と
い
う
も
の
が
な
い
、
と

お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
」
、
「
宗
教
が
な
い
と
は
。
い
っ
た
い
あ
な

た
が
た
は
ど
の
よ
う
に
し
て
子
孫
に
道
徳
教
育
を
授
け
る
の
で
す

か
」
。
ベ
ル
ギ
ー
の
法
学
者
と
氏
と
の
会
話
で
す
。 

―
武
士
道
は
、
日
本
の
象
徴
で
あ
る
桜
花
に
ま
さ
る
と
も
劣
ら
な

い
、
日
本
の
土
壌
に
固
有
の
華
で
あ
る
。
そ
れ
は
今
な
お
、
私
た

ち
の
心
の
中
に
あ
っ
て
、
力
と
美
を
兼
ね
備
え
た
生
き
た
対
象
で

あ
る
。
そ
れ
は
手
に
触
れ
る
姿
や
形
は
も
た
な
い
が
、
道
徳
的
雰

囲
気
の
薫
り
を
放
ち
、
今
も
私
た
ち
を
ひ
き
つ
け
て
や
ま
な
い
存

在
で
あ
る
。
― 

―
武
士
道
は
ど
の
よ
う
な
有
能
な
人
物
で
あ
ろ
う
と
も
、
一
個
の

頭
脳
が
創
造
し
え
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
い
か
な
る
卓
抜
な

人
物
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
あ
る
人
物
が
そ
の
生
涯
を
賭
け
て
つ

く
り
だ
し
た
も
の
で
も
な
か
っ
た
。 

む
し
ろ
、
そ
れ
は
何
十
年
、
何
百
年
に
も
わ
た
っ
て
の
有
機
的
産

物
で
あ
っ
た
。
― 

敷
島
の
大
和
心
を
人
問
は
ば 

 



朝
日
に
匂
う
山
桜
花 

諸
君
が
、
今
後
大
い
に
精
進
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
優
れ
た
指

導
者
に
な
る
こ
と
を
念
じ
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

東
北
大
学
が
創
立
百
周
年
記
念
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
最
も
大

切
な
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
百
年
に
お
け
る
、
多
く
の
先
人
の
努

力
、
業
績
を
偲
び
つ
つ
も
、
ま
さ
に
、
次
の
百
年
の
新
た
な
出
発

点
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
り
ま
す
。 

や
が
て
訪
れ
る
次
の
百
年
が
、
い
か
な
る
展
開
を
示
す
の
か
、
そ

の
大
い
な
る
飛
躍
を
、
予
見
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
は
あ
り
ま
す

が
、
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
、
諸
君
ら
の
双
肩
に
か
か
っ
て
い

る
こ
と
は
、
疑
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。
次
の
百
年
の
基
礎
を
、
新
た

な
る
歴
史
の
創
造
を
、
心
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

本
日
の
学
位
記
授
与
式
に
あ
た
り
、
諸
君
の
一
人
ひ
と
り
の
大
成

を
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
、
幸
多
き
こ
と
を
祈
念
い
た
し
、

お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。 

 

平
成
十
八
年
九
月
二
十
五
日 

東
北
大
学
総
長 

吉
本
高
志 


